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A study on predicting of elementary school students' mistakes 

by university students in the Faculty of Education 
 

Tomohiko YASUMORI 

 
Abstract: The purpose of this research is to investigate how university students in the faculty of education 

perceive mistakes made by elementary school students. In the research method, a researcher gave the 

following tests to university students in the faculty of education. 1) Predict elementary school students' 

mistakes. 2) Thinking about how to teach elementary school students when they make mistakes. The 

results revealed two things: 1) By learning examples of children's incorrect answers, university students 

were able to concretely predict children's incorrect answers.; 2) University students thought of teaching 

methods that matched the way children thought. 
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方 法

調査の目的

研究方法の概要

2023 A 45

B  42 A B A

B A B A B

A 20XX 11 B

7

カリキュラムの内容

1 A 2023 2017

2 B

A

2021c p.9 R3

調査の内容

2023 R3 1 2023

2021d p.47 2

R3

表 1  A 20XX  
回 内 容 
1 オリエンテーション 
2 学習指導案の⽬的と書き⽅ 
3 教材研究 A 領域 
4 第３回の内容の本時案検討会 
5 第 4 回の本時案の模擬授業，反省 
6 教材研究 B 領域 
7 第 6 回の内容の本時案検討会 
8 第 7 回の本時案の模擬授業，反省 
9 教材研究 C 領域 

10 第 9 回の内容の本時案検討会 
11 第 10 回の本時案の模擬授業，反省 
12 教材研究 D 領域 
13 第 12 回の内容の本時案検討会 
14 第 13 回の本時案の模擬授業，反省 
15 まとめ 

表 2  B 20XX 1  
回 内 容 
1 オリエンテーション 
2 学習指導案の⽬的と書き⽅ 
3 教材研究 C 領域 
4 第３回の内容の本時案検討会 
5 第 4 回の本時案の模擬授業，反省 
6 教材研究 D 領域 
7 第 6 回の内容の本時案検討会 
8 第 7 回の本時案の模擬授業，反省 
9 教材研究 A 領域 

10 第 9 回の内容の本時案検討会 
11 第 10 回の本時案の模擬授業，反省 
12 教材研究 B 領域 
13 第 12 回の内容の本時案検討会 
14 第 13 回の本時案の模擬授業，反省 
15 まとめ 
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H24 3 2023

2012 p45 4

H24

調査の方法

A 2023

B A

B

解答類型  
類 
型 
番 
号 

正答の条件（次の①②を書いている） 
①平⾏四辺形 ABCD の⾼さを求める式や⾔葉 
②平⾏四辺形の⾯積を求める公式を⽤いた，平⾏

四辺形 ABCD の⾯積を求める式や⾔葉 

反 
応 
率 
％ 

平⾏四辺形の求め⽅ 平⾏四辺形の⾯積 

1 ①，②の全てを書いて

いる 

60 と解答している 46.2 

2 60 以外，無解答 0.2 

3 ①を書いている 60 と解答している 1.3 

4 60 以外，無解答 4.1 

5 ②を書いている 60 と解答している 7.7 

6 60 以外，無解答 0.6 

7 ⾼さを 6cm と捉えてい

る 

60 と解答している 0.1 

8 30 と解答している 1.6 

9 類型 7,8 以外，無解答 0.1 

10 ⾼さを 6.5cm の⼆つ分

と捉えている 

60 と解答している 0.2 

11 65 と解答している 9.6 

12 類型 10,11 以外，無解答 3.7 

13 ⾼さを 6.5cm と捉えて

いる 

60 と解答している 0.0 

14 32.5 と解答している 0.8 

15 類型 13,14 以外，無解答 0.5 

16 ⼆等辺三⾓形の四つ分

で求めている 

60 と解答している 2.4 

17 120 と解答している 0.8 

18 類型 16,17 以外，無解答 0.4 

19 類型 1〜18 以外 60 と解答している 1.3 

99 上記以外の解答  13.9 

0 無解答  4.5 
1 R3

2 R4 2021d p.47
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結果と考察

調査問題①の結果

11 A

2023 A

20% A

B

24.5 A 10

99

A

類型 
番号 

解答類型 
反応 
率％ 

1 正しい式を⽰すことに関⼼がある。 13.4 

2 ⾒積りから間違いを推論することに
関⼼がある。 

39.5 

3 分数の意味に基づいて間違いを指
摘することに関⼼がある。 

22.1 

4 分数の意味に基づいて正しい説明
をすることに関⼼がある。 

24.0 

4 H24 2012 p.453 H24
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10 2023 A

2

99 A

B 1.9 A 10

調査問題①の考察

A 2023

A

B

A

B

B

550,316

 解答類型    反応率（％） 

類 
型 
番 
号 

正答の条件（次の①②を書いている） 
①平⾏四辺形 ABCD の⾼さを求める式や⾔葉 
②平⾏四辺形の⾯積を求める公式を⽤いた，平⾏四辺形 ABCD の⾯積

を求める式や⾔葉 
児童 

＊ 
⼤学⽣ 
A 群 

⼤学⽣ 
B 群 

平⾏四辺形の求め⽅ 平⾏四辺形の⾯積 

1 ①，②の全てを書いている 60 と解答（正答）    
2  60 以外，無解答 0.4  0.0 0.0 
3 ①を書いている 60 と解答している 2.4  0.0 0.5 
4 60 以外，無解答 7.6  0.0 0.0 
5 ②を書いている 60 と解答している 14.3  4.2 13.7 
6 60 以外，無解答 1.1  1.1 0 
7 ⾼さを 6cm と捉えている 60 と解答している 0.2  0.0 5.2 
8 30 と解答している 3.0  9.5 5.2 
9 類型 7,8 以外，無解答 0.2  1.1 1.9 

10 ⾼さを 6.5cm の⼆つ分と捉えている 60 と解答している 0.4  0.0 0.0 
11 65 と解答している 17.8  37.9 24.5 
12 類型 10,11 以外，無解答 6.9  5.3 2.8 
13 ⾼さを 6.5cm と捉えている 60 と解答している 0.0  0.0 0.0 
14 32.5 と解答している 1.5  2.1 1.9 
15 類型 13,14 以外，無解答 0.9  0.0 0.9 
16 ⼆等辺三⾓形の四つ分で求めている 60 と解答している 4.5  9.5 13.2 
17 120 と解答している 1.5  3.2 5.7 
18 類型 16,17 以外，無解答 0.7  10.5 19.3 
19 類型 1〜18 以外 60 と解答している 2.4  1.1 3.3 
99 上記以外の解答 25.8 14.7 1.9 
0 無解答 8.4 0.0 0.0 

5 2021d p.47
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調査問題②の結果

6

4 A

7 1L 3 2

2012 p.45 B

2016 p.1 

43

1 A 2

B 4.7 17 2 3 2 3

2012 p.45 2023 A

B

A

2023

3 4

 解答類型 反応率（％） 
類型 
番号 

関⼼の内容 児童 
⼤学⽣ 
A 群 

⼤学⽣ 
B 群 

1 正しい式を⽰すことに関⼼がある。 13.4 31.8 4.7 
2 ⾒積りから間違いを推論することに関⼼がある。 39.5 0.0 0.0 
3 分数の意味に基づいて間違いを指摘することに関⼼がある。 22.1 18.2 14.2 
4 分数の意味に基づいて正しい説明をすることに関⼼がある。 24.0 47.7 80.9 

6 2014 p.45

7 4

2014 p.45
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2 A B 1L 3

1 1 3L 2L 3 1 3L

2012 p.45 A B 1

2023 2

調査問題②の考察

1 2

3 4

A 1 2 3 3 4 B 1 2

3 4 9

2011 p.121

総合考察

4

1

2
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